
会
は
秋
田
地
本
久
米
副
委
員

長
の
司
会
で
開
会
し
、
配
転
元

の
秋
田
地
本
瀬
下
委
員
長
が

「
地
元
に
帰
す
こ
と
を
基
本
に

据
え
た
取
組
が
大
事
。
会
社
の

都
合
で
線
引
き
、
配
転
さ
れ
た

の
だ
か
ら
、
会
社
に
対
し
て
戻

せ
と
し
っ
か
り
と
突
き
つ
け
解

決
を
図
り
た
い
」
と
挨
拶
。

続
い
て
仙
台
地
本
の
五
十
嵐

書
記
長
は
、
「
一
括
和
解
以
降

の
懸
案
事
項
と
し
て
、
支
社
に

対
し
配
転
希
望
者
の
名
簿
を
提

出
し
て
い
る
。
会
社
の
責
任
で

戻
す
よ
う
粘
り
強
く
取
り
組
み

を
進
め
る
」
と
述
べ
た
。

ま
た
東
日
本
本
部
か
ら
は
武

田
組
織
部
長
が
参
加
し
、
組
織

状
況
を
中
心
に
報
告
を
行
っ
た
。

懇
親
会
に
お
い
て
は
、
参
加

者
全
員
か
ら
自
己
紹
介
と
近
況

報
告
を
受
け
、
全
員
が
し
っ
か

り
と
耳
を
傾
け
て
い
た
。

特
に
昨
年
７
月
、
業
務
中
に

倒
れ
地
元
に
無
言
の
帰
宅
を
し

た
鶴
川
氏
の
こ
と
が
話
さ
れ
る

と
、
一
同
は
無
念
さ
を
噛
み
締

め
、
「
必
ず
戻
る
」
と
い
う
決

意
を
よ
り
一
層
強
め
た
。

交
流
会
は
、
山
形
県
支
部
原

田
委
員
長
が
、
会
へ
の
御
礼
と

来
年
の
山
形
で
の
開
催
を
約
束

し
、
盛
会
の
内
終
了
し
た
。

国
労
本
部
は
10
月
21
日
、

「
２
０
１
０
年
度
年
末
手
当
」

の
支
払
い
を
貨
物
会
社
に
申
し

入
れ
る
と
共
に
、
第
一
回
交
渉

を
開
催
し
、
組
合
側
要
求
趣
旨

説
明
を
行
っ
た
。

ま
た
国
労
東
日
本
本
部
も
、

同
日
、
「
２
０
１
０
年
度
年
末

手
当
に
つ
い
て
の
申
し
入
れ
」

を
JR
東
日
本
に
対
し
行
っ
た
。

国
労
は
各
エ
リ
ア
本
部
業
務

部
長
会
議
で
の
意
思
統
一
に
基

づ
き
、
基
準
内
賃
金
の
３
・
５

箇
月
分
、
12
月
３
日
支
払
を
求

め
て
い
る
。

10
月
９
日
、
福
島
県
支
部
主

催
に
よ
る
、
全
分
会
・
班
交
流

会
が
郡
山
ビ
ッ
ク
ア
イ
に
お
い

て
開
催
さ
れ
た
。
春
に
開
催
さ

れ
た
交
流
集
会
に
お
い
て
も

「
異
常
時
」
で
の
問
題
が
共
通

の
課
題
と
し
て
出
さ
れ
て
お
り
、

今
回
も
そ
の
後
の
経
過
や
現
状

に
つ
い
て
交
流
し
、
組
合
員
間

の
認
識
の
一
致
を
図
っ
た
も
の
。

交
流
会
で
は
佐
藤
県
支
部
書

記
長
よ
り
問
題
提
起
が
さ
れ
、

設
備
関
係
と
営
業
・
乗
務
員
の

２
つ
の
分
散
会
で
議
論
が
進
め

ら
れ
た
。

◆
分
散
会
で
出
さ
れ
た
意
見
等

（
一
部
抜
粋
）

▼
緊
急
時
の
初
動
体
制
。
５
名

必
要
で
も
２
名
で
出
動
。
事
故

時
、
仕
切
れ
な
い
な
ど
指
示
出

来
な
い
管
理
者
が
。
会
社
の
施

策
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
今
後

拡
大
し
て
い
く
（
信
通
）

▼
事
故
時
、
ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド

で
指
示
し
て
い
る
国
労
組
合
員
、

見
て
い
る
の
が
他
労
組
。
駅
舎

の
停
電
時
、
直
外
区
分
が
分
か

ら
ず
指
示
出
来
な
い
管
理
者
。

技
セ
障
害
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
が

あ
る
が
活
か
さ
れ
て
い
な
い
。

安
全
科
長
が
仕
切
る
は
ず
だ
が

（
電
力
）

▼
只
見
線
の
大
雨
で
管
理
者
が

呼
び
出
さ
れ
対
応
し
た
が
、
在

来
線
の
10
条
教
育
が
さ
れ
て
お

ら
ず
問
題
に
（
保
線
）

▼
営
業
と
施
設
の
意
識
の
ズ
レ
。

施
設
は
安
全
サ
イ
ド
で
列
車
を

止
め
る
の
が
常
識
だ
が
、
駅
・

運
輸
は
「
復
旧
は
何
時
か
、
運

転
再
開
は
い
つ
か
」
と
迫
る
。

障
害
の
原
因
が
不
明
な
場
合
、

復
旧
と
は
な
ら
な
い
し
、
重
大

事
故
に
繋
が
る
（
信
通
）

▼
異
常
時
の
責
任
者
が
明
確
で

な
い
。
サ
ポ
セ
な
の
か
駅
な
の

か
（
駅
他
）

▼
旅
客
救
済
。
代
行
輸
送
を
し
っ

か
り
と
。
貨
物
で
は
通
運
業
者

が
ト
ラ
ッ
ク
で
荷
物
を
運
ぶ
シ

ス
テ
ム
が
あ
る
（
運
輸
）

▼
試
み
使
用
が
多
い
。
合
理
化

事
案
の
前
倒
し
を
通
常
業
務
で

行
っ
て
い
る
（
工
務
）

▼
保
線
・
電
力
で
の
レ
ー
ル
ス

タ
ー
で
の
巡
回
は
担
当
エ
リ
ア

の
違
い
か
ら
足
ロ
ス
が
。
ま
た

他
支
社
と
の
境
界
は
危
険
個
所

や
所
見
の
違
い
か
ら
難
し
い

（
工
務
）
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10
・
1

団
交

冬
期
対
策
に
つ
い
て

支
社
提
案

10
・
８

第
１
回
執
行
委
員
会

10
・
14

貨
物
経
営
協
議
会
／
団
交

自
動
車
冬
期

10
・
29

第
11
回
地
本
ゴ
ル
フ
大
会

10
・
30

秋
田
地
本
配
転
者
交
流
会
／
東
日
本
出
向
連
総
会

11
・
３

東
日
本
各
地
方
組
織
部
長
会
議

 
国
労
秋
田
地
本
と
仙
台
地
本
山
形
県
支
部
の
「
配
転
者
激
励

交
流
会
」
が
、
10
月
30
日
秋
田
県
横
手
市
内
マ
ツ
ヨ
会
館
に
於

い
て
開
催
さ
れ
た
。

 
交
流
会
は
毎
年
開
催
さ
れ
今
年
で
６
回
目
。
一
年
振
り
に
顔

を
合
わ
せ
た
仲
間
達
は
再
会
を
喜
び
ま
た
、
懸
案
事
項
で
あ
る

「
希
望
地
秋
田
に
戻
る
異
動
」
へ
の
決
意
を
確
認
し
合
っ
た
。

▼
一
括
和
解
を
獲
得
し
た
要
因
は
何

点
か
あ
る
。
ま
ず
突
破
口
は
、
鉄
建

公
団
訴
訟
の
９
・
15
判
決
。

歴
史
的
に
み
れ
ば
極
め
て
重

要
な
判
決
。
こ
の
損
害
賠
償

の
金
を
使
っ
て
闘
争
を
続
け

て
き
た
。

▼
し
か
し
こ
の
３
０
０
名
だ
け
で
は

解
決
は
出
来
な
か
っ
た
。
ま
た
国
労

の
闘
い
も
閉
塞
状
況
で
あ
っ
た
。

そ
こ
で
、
１
０
４
７
名
全
体
が
団
結

す
る
布
陣
を
作
っ
た
。
そ
れ
が
「
四

者
・
四
団
体
」
の
結
成
で
あ
る
。

▼
裁
判
闘
争
で
は
年
金
と
雇
用
は
困

難
で
あ
る
と
判
断
し
、
政
治
解
決
に

切
り
替
え
た
。
理
由
は
「
責
任
は
政

府
に
あ
る
。
よ
っ
て
政
治
が
解
決
を

図
れ
」
で
あ
る
。

▼
政
権
交
代
と
四
党
の
政
治
解
決
に

向
け
た
努
力
が
あ
っ
た
こ
と
は
言
う

ま
で
も
な
い
こ
と
。

▼
課
題
は
雇
用
確
保
。
政
府
の
解
決

案
は
、
「
路
頭
に
迷
わ
な
い
解
決
」

に
最
大
限
配
慮
し
た
内
容
と
理
解
。

従
っ
て
、
裁
判
で
の
「
一
括
和
解
」

で
金
銭
的
に
は
和
解
し
た
が
、
「
雇

用
も
含
め
て
政
治
解
決
で
あ
る
」
と

四
者
・
四
団
体
は
考
え
て
い
る
。

▼
６
月
15
日
に
雇
用
の
要
望
書
を
四

党
に
提
出
。
JR
希
望
者
は
１
８
３
名
。

JR
グ
ル
ー
プ
関
連
、
公
的
部
門
、
鉄

道
・
運
輸
機
構
を
希
望
す
る
者
を
あ

わ
せ
た
雇
用
希
望
者
の
総
計
は
３
２

２
名
。

▼
選
挙
が
あ
っ
て
、
窓
口
が
壊
れ
た
。

四
党
の
担
当
者
が
ほ
ぼ
揃
っ
た
の
で

近
々
に
会
合
を
持
ち
、
そ
の
後
政
府

か
ら
JR
な
ど
へ
要
請
を
す
る
。

▼
JR
は
渋
っ
て
い
る
が
、
「
人
道
的

見
地
」
か
ら
雇
用
を
判
断
す
べ
き
。

JR
北
海
道
で
い
え
ば
、
連
結
50
数
億

の
黒
字
決
算
。
社
員
７
千
５
０
０
人
、

関
連
と
合
わ
せ
１
万
５
千
人
。
我
々

の
希
望
は
78
名
で
あ
り
、
雇
え
な
い

こ
と
は
な
い
。
雇
う
気
が
あ
る
か
ど

う
か
だ
。
政
府
に
人
道
的
解
決
を
理

解
し
て
も
ら
い
、
JR
に
強
く
迫
っ
て

も
ら
う
し
か
な
い
。

▼
拒
否
さ
れ
た
ら
ど
う
す
る
の
か
。

相
手
が
あ
る
こ
と
だ
か
ら
最
悪

の
こ
と
も
想
定
し
、
覚
悟
と
心
構

え
を
持
た
ね
ば
な
ら
な
い
。

▼
共
闘
会
議
の
今
後
。
国
鉄
闘
争

は
現
在
の
社
会
状
況
を
生
み
出
し
た
。

そ
れ
が
体
制
側
の
狙
い
で
あ
り
、
負

の
遺
産
。
「
路
頭
に
迷
わ
な
い
解
決
」

を
し
た
暁
に
は
、
労
働
運
動
の
再
生

を
目
指
し
、
運
動
を
取
り
戻
す
こ
と

が
役
目
に
な
る
。
そ
れ
が
闘
争
が
終

了
し
た
後
の
課
題
。

【
二
面
に
関
係
記
事
】

国鉄闘争置

賜支援共闘

会議学習会

参加者全員で記念撮影



集
会
は
二
部
構
成
で
開
催
さ

れ
、
第
一
部
は
学
習
会
と
し
て
、

50
名
が
参
加
。
国
鉄
闘
争
共
闘

会
議
の
二
瓶
議
長
よ
り
、
「
国

鉄
闘
争
の
現
状
と
雇
用
確
保
に

向
け
て
」
と
題
し
た
講
演
を
受

け
た
。

二
瓶
氏
は
支
援
共
闘
会
議
を

立
ち
上
げ
た
経
緯
と
解
決
に
至

る
要
因
、
今
後
の
課
題
な
ど
を

約
一
時
間
に
亘
り
講
演
（
一
面

に
関
係
記
事
）
。

ま
た
第
二
部
は
「
連
帯
す
る

夕
べ
」
と
し
て
レ
セ
プ
シ
ョ
ン

を
開
催
。
国
労
組
合
員
10
名
を

含
む
、
総
勢
80
名
が
参
加
し
た
。

主
催
者
を
代
表
し
、
置
賜
支

援
共
闘
会
議
の
佐
藤
議
長
は

「
長
い
闘
い
の
経
過
で
多
く
の

仲
間
を
失
っ
た
。
し
か
し
今
日
、

多
く
の
仲
間
が
結
集
し
て
く
れ

た
。
音
威
子
府
の
仲
間
が
遠
い

置
賜
の
地
ま
で
来
て
く
れ
て
本

当
に
嬉
し
い
。
闘
い
の
思
想
が

根
を
張
っ
た
証
で
も
あ
る
。
置

賜
共
闘
は
雇
用
実
現
ま
で
支
援

を
続
け
る
」
と
歓
迎
の
言
葉
を

述
べ
た
。

続
い
て
国
労
山
形
県
支
部
原

田
委
員
長
と
国
鉄
闘
争
共
闘
会

議
の
二
瓶
議
長
が
そ
れ
ぞ
れ
挨

拶
。そ

し
て
音
威
子
府
よ
り
参
加

し
た
闘
争
団
と
家
族
（
別
掲
）

が
音
威
子
府
闘
争
団
の
関
野
副

団
長
か
ら
紹
介
さ
れ
た
。

乾
杯
後
の
ス
ピ
ー
チ
で
は
、

闘
争
団
・
家
族
一
人
一
人
か
ら

今
日
の
日
を
迎
え
ら
れ
た
感
謝

の
言
葉
と
雇
用
確
保
ま
で
闘
う

決
意
、
ま
た
最
後
ま
で
の
支
援

の
要
請
が
述
べ
ら
れ
た
。

ま
た
置
賜
共
闘
は
、
94
年
に

発
足
し
て
か
ら
現
在
ま
で
の
闘

い
の
軌
跡
の
ス
ラ
イ
ド
上
映
を

行
い
、
参
加
者
は
、
長
か
っ
た

闘
い
を
改
め
て
振
り
返
り
、
感

慨
深
く
ス
ク
リ
ー
ン
を
見
つ
め

て
い
た
。

お
わ
び

国
労
せ
ん
だ
い
２
５
９
２
号

の
退
職
の
お
知
ら
せ
の
欄
に
お

い
て
、
村
松
孝
一
さ
ん
と
あ
る

は
、
松
川
秀
利
さ
ん
（
仙
石
線

駅
連
合
）
の
間
違
い
で
す
。

ま
た
地
方
委
員
の
報
告
で
仙

総
支
部
の
小
松
知
喜
さ
ん
の
字

が
間
違
っ
て
お
り
ま
し
た
。

関
係
者
の
方
に
は
心
よ
り
お

詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。
大
変
申

し
訳
ご
ざ
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

９
月
24
日
、
仙
台
建
築
分
会

か
ら
、
同
分
会
の
齋
藤
祐
一
執

行
委
員
長
名
で
地
方
本
部
に
対

し
て
、
先
の
第
79
回
定
期
全
国

大
会
に
お
い
て
可
決
・
承
認
さ

れ
た
、
「
ス
ト
ラ
イ
キ
基
金
運

用
規
制
の
一
部
改
正
」
に
つ
い

て
の
意
見
書
が
提
出
さ
れ
た
。

ま
た
10
月
15
日
に
は
、
仙
台

電
車
区
分
会
よ
り
我
妻
美
津
男

執
行
委
員
長
名
で
同
様
の
意
見

書
が
届
け
ら
れ
た
。

そ
の
主
た
る
趣
旨
は
、
「
ス

ト
ラ
イ
キ
で
闘
う
た
め
に
積
み

立
て
ら
れ
た
基
金
が
、
事
前
説

明
や
討
議
が
な
い
ま
ま
に
、
目

的
以
外
に
使
用
さ
れ
る
こ
と
は

あ
っ
て
は
な
ら
な
い
」
と
い
う

も
の
。

意
見
書
で
は
こ
の
「
ス
ト
基

金
運
用
規
制
の
一
部
改
正
」
に

つ
い
て
、
説
明
会
な
ど
を
開
催

し
、
全
組
合
員
へ
の
説
明
を
求

め
て
い
る
。

仙
台
建
築
分
会
か
ら
の
要
請

に
対
し
て
は
、
10
月
４
日
に
開

催
さ
れ
た
、
同
分
会
の
全
組
合

員
集
会
に
地
方
本
部
か
ら
五
十

嵐
書
記
長
が
参
加
。

大
会
ま
で
の
経
過
や
現
在
の

状
況
な
ど
の
説
明
を
行
い
理
解

を
求
め
た
。
ま
た
地
方
本
部
は
、

近
日
中
に
支
部
・
分
会
代
表
者

会
議
を
開
催
し
、
本
部
役
員
よ

り
説
明
を
受
け
る
準
備
を
進
め

て
い
る
。
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9月2～3日開催された第24回国

労東日本本部大会において、恒

例の機関紙表彰が行われました。

仙台地本からは、郡工支部の

「郡工情報」が52号、東北工事

事務所分会の「ろばた」が51号

を発行し、最優秀機関紙として

表彰されたほか、郡工支部貨物

分会の「分会通信」が40号、仙

総支部組立分会の「ガンバ組立」

が39号、仙総支部の「団結」が

38号、郡山駅連合分会の「分会

情報」が31号、地本の「国労せ

んだい」が32号を発行し、それ

ぞれ優秀機関紙表彰を受賞しま

した。全体の表彰数は17であり、

実に4割の表彰が仙台地本とい

う結果に橋本委員長の株が上がっ

た？とか。

機関紙作成に携わった関係者

の皆さん、本当におめでとうご

ざいます。

表彰されたみなさん

JR
新
庄
１
号
社
宅
で
は
ア
ス
ベ
ス
ト
の
使

用
が
会
社
の
通
知
に
よ
り
明
ら
か
に
な
り
、

居
住
者
が
全
て
２
号
社
宅
に
移
転
し
た
。

（
た
だ
し
、
そ
の
移
転
理
由
は
ア
ス
ベ
ス

ト
使
用
に
よ
る
も
の
で
は
な
く
、
１
号
居
住

者
の
減
少
に
よ
り
、
諸
経
費
削
減
の
た
め
の

移
転
と
支
社
は
説
明
し
て
い
る
）

さ
て
、
除
去
工
事
は
10
月
中
旬
終
了
し
た

が
、
そ
の
前
段
の
工
事
に
問
題
が
あ
っ
た
よ

う
だ
。

関
係
者
の
話
に
よ
れ
ば
、
ア
ス
ベ
ス
ト
の

除
去
作
業
に
伴
い
室
内
の
灯
具
を
撤
去
す
る

作
業
が
行
わ
れ
た
が
、
ア
ス
ベ
ス
ト
使
用
の

有
無
な
ど
注
意
事
項
は
通
知
さ
れ
な
か
っ
た

と
い
う
。

こ
の
工
事
は
仙
台
建
築
技
術
セ
ン
タ
ー
が

発
注
し
、
JR
東
日
本
ビ
ル
テ
ィ
ッ
ク
が
請
け

負
っ
た
。
さ
ら
に
ビ
ル
テ
ィ
ッ
ク
が
東
日
本

電
気
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
（
テ
ム
ズ
）
に
対

し
、
灯
具
の
除
去
作
業
を
請
け
負
わ
せ
た
が
、

テ
ム
ズ
に
は
、
工
事
に
際
し
て
の
注
意
や
指

摘
事
項
は
通
知
さ
れ
な
か
っ
た
と
い
う
。

ア
ス
ベ
ス
ト
が
含
有
さ
れ
て
い
る
建
物
の

灯
具
の
撤
去
工
事
は
、
石
綿
撤
去
工
事
同
様
、

専
門
業
者
に
依
頼
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の

で
は
な
い
か
。
仙
台
支
社
に
は
こ
の
事
実
経

過
と
今
後
の
対
策
な
ど
に
つ
い
て
質
さ
な
く

て
は
な
ら
な
い
。

退
職
の
お
知
ら
せ

９
月
30
日

佐
藤

清
さ
ん

小
牛
田
駅
連

星

修
児
さ
ん

福
島
地
区

エ
ル
ダ
ー

長
い
間
お
疲
れ
様
で
し
た

 
国
鉄
闘
争
置
賜
支
援
共
闘
会
議
（
佐
藤
清
蔵
議
長
）
は
、
10

月
29
日
、
国
労
音
威
子
府
闘
争
団
と
そ
の
家
族
６
名
を
米
沢
に

招
き
、
米
沢
市
内
ホ
テ
ル
サ
ン
ル
ー
ト
に
お
い
て
、
連
帯
す
る

集
会
を
開
催
し
た
。

講演会は会場が満杯に

闘争団員と家族の皆さん

音
威
子
府
か
ら

参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん

◆
関
野
政
幸
さ
ん

（
闘
争
団
副
団
長
）

◆
杉
山
均
さ
ん

（
事
務
局
長
）

◆
杉
山
智
子
さ
ん

（
地
区
家
族
会
長
）

◆
千
葉
真
貴
子
さ
ん

（
地
区
家
族
会
書
記
）

◆
坪
坂
一
郎
さ
ん

（
ア
ル
バ
イ
ト
班
）

◆
坪
坂
厚
子
さ
ん

（
地
区
家
族
会
副
会
長
）


